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リポジトリシステムとは何か？
• 電子資料を登録・保存・公開できるシステム
• 電子図書館システムとはどう違うのか？
→メタデータを収集してもらうことができる
統合検索サイト
（JuNii, OAIster等）
広島大学
リポジトリ
HUSCAP
CURATOR
メタデータ収集
統合検索
メタデータ収集のしくみ
1）統合検索サイトからメタデータ取得の要求
↓
2）要求にしたがってリポジトリ側でメタデータを
抽出
↓
3）統合検索サイトがメタデータを収集
これらの一連のプロセスでOAI-PMHというプロトコ
ルが使用される
実際のデータ
http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/cgi-bin/oai/oai2.0?verb=ListRecords&metadataPrefix
=oai_dc&set=setA&from=2006-10-01&until=2006-10-25


どんなシステムがあるか？
• オープンソース
– DSpace
– EPrints
– XooNIps
• 商業製品
– E-Repository (CMS社)
– Infolib-DBR (InfoCom社)
–その他色々。
DSpace
• 国内では圧倒的なシェア
–北大・早稲田・東大・筑波・金沢･京大･九大等
• 国内のコミュニティもそれなりに活発
• 日本語対応済
• 使用言語はJAVA。素人には難解。
• 導入支援サービス企業あり
• グループの作成が容易。
• ハンドルに対応済（有料）

Dspaceメタデータ画面
EPrints
• 北大の数学研究室が導入済。岡大が導入予定。
• 海外のコミュニティは活発だが、国内はあまり聞い
たことがない。
• 日本語対応済。
• 使用言語はPerl。Dspaceよりはましだが、素人には
やや難しいか？
• 導入支援企業は聞いたことないが、Perlなのでどこ
でもやってくれるのでは？
• 分野でのブラウジング機能あり。
• 機関ごとのグループ作成は？


XooNIｐｓ
• 慶応大学で導入。（理化学研究所脳化学総
合研究センターが開発）
• 理化学研究所がコミュニティの中心。
• 日本語対応済。
• Xoopsベースのため導入･維持･管理が容易。
• グループの作成は可能（みたい）
XooNIps画面

商業製品
• E-Repository（CMS）
–千葉大学・広島大学・島根大学など。
–それなりのお金が必要。サポート面は安心。
–使い勝手は・・・
• Infolib-DBR（InfoCom）
–神戸大学・山口大学
–かなり高額らしい。
–インターフェースはいい（要カスタマイズ？）

E-Repoメタデータ画面


どのシステムを選ぶか？
1）お金がないが技術はある
→ オープンソースで自力構築
2）お金はあるが技術はない
→ 商業製品を購入
3）お金もないし、技術もない
→ オープンソースで他力構築
そのほかに考えること
• 日本語の入力･検索に対応しているか？
• 維持・管理・拡張が容易か？
• セキュリティ・バックアップは大丈夫か？
• カスタマイズや拡張にかかる手間･費用は？
• 相談可能なコミュニティが存在するか？
地域共同リポジトリ構想
• 幹事館がシステムを維持・管理。
• 参加館はコンテンツを登録。
地域共同リポジトリに必要な機能とは？
• 機関ごとのコレクションの形成。
• 機関ごとのコンテンツ登録・編集･管理。
• 負担にならない程度のシステム管理
現時点での候補1
DSpace
• 導入
– 自力導入（かなりハードルは高い）
– 自力導入はあきらめ、導入支援サービスを利用
• 運用
– バージョンアップ対応・定期バックアップ等
– サポートは有償？
– 国内にユーザが多いという安心感。
• コンテンツ登録
– 登録ステップが多いらしいが、特に問題なさそう。
– 一括登録も可能。
現時点での候補2
XooNIps
• 導入
–自力構築で問題なさそう。
• 運用
–運用実績がまだないのが不安だが、Xoopsベー
スなので大丈夫であろう。
–定期バックアップはどうするか？
• コンテンツ登録
–機関ごとの登録･編集･管理ができるかは不明。
–操作は簡単らしい。
やらなければいけないこと
• システムの調査・テスト
• システムの評価･選定
• システムの導入
• カスタマイズ
• システム説明・登録支援
• コンテンツの登録
最後に
• システム構築に労力はあまり割きたくない。
• 管理にもあまり手間はかけられない。
• お金と労力を考えて最適なシステムを選択。
• もっと重要なのはコンテンツを収集し、利用し
てもらうこと。
